







































































































































下 RDFと称す）が交付されていることである。バーミンガムは EUの object２
地域（衰退地域）に指定され，独創的な地域再生事業に対して EUの RDFの
交付を受けることができたからである。パークの管理会社 BTLが入居してい








Park，Coventry University Technology Park，Keele University Science Park，Malvern
Hills Science Park，Staffordshire Technology Park，University of Warwick Science
Park，Wolverhampton Science Parkの７パーク，合わせて８パークが存在する。
バーミンガム・リサーチ・パーク（Birmingham Research Park，以下 BRPと





ーク株式会社（Birmigham Research Park Ltd，以下 BRPLと称す）によって管
理されている。BRPは ASPに比べて建設開始が遅く，また，パークの規模も
１７）拙稿［２００４］，「イギリスのサイエンス・パーク」『松山大学論集』第１６巻第１号，参照。





































第２は，the Development Centreであり，The Technology Centreと同じ１９９５




The Technology Centreと the Development Centreを合わせると，レンタル可
能な施設面積は５万５千平方フィートにのぼる。















７０ 松山大学論集 第１９巻 第３号
傍に最新の製造施設の建設を希望する企業に対して土地を貸与することも可能
である。WSPはオープン以来順調にテナント企業が入居しており，テナント







































す な わ ち，HTC構 想 の 第１は，ル ー ト A３８沿 い に Birminghamか ら
Worcestershireに至るウェスト・ミッドランズの南西地域を対象とする開発構
想であり，セントラル・テクノ・ベルト（Central Technology Belt，以下 CTB
と称する）構想である。Aston Science Park，Bimingham research Park，Malvern















ント企業が入居している。WTCは，WSP，Keele University Science Park，
図４ ハイテク・コリドール構想
（出所）Advantage West Midlands, The West Midlands’ High Technology
Corridors, Open Box Publishing Limited.
アストン・サイエンス・パーク ７３























２０）Keele University Science & Business Parkは規模が小さいが，２００７年８月現在，入居企業
は３８社にのぼる（http://www.kusbp.co.uk/index.asp?id＝５５）。
２１）The United Kingdom Science Park Association（２００２）, UK Science Park Directory Tenth
Edition ,１２９p.
２２）ibid,５１p.





























図５ The Central Technology Belt
（出所）Centre for Urban and Regional Studies, A Study of the
Potential Impact of the Central Technology Belt on Local
Residents and Communities in South Birmingham, p.１６.
７６ 松山大学論集 第１９巻 第３号



















Mathew Boulton ハイテク志向型住宅 未定 １１．１ ７７６
Battery Park テクノパーク 医療・健康産業
その他技術集約型産業
６．０ ４３５
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